
自分の選んだ道を
歩く感覚がたまらない。

建築の道を生きていく決意ができた
僕のターニングポイントです。

社会に出る前に、自分自身の考え方を
整理しておきたくて。

いざ大学卒業後の進路を考える時期にさしかかったとき、

本 当 に こ の まま就 職していいの か？と考 えるようになり

ました。自分は何がしたいのか、何に価値を置くのかを明確

に し な い ま ま 社 会 人 に なりた くな か っ た ん で す。自 分 の

考えをしっかり整理し、建築に関する専門知識はもちろん、

曖 昧だった自分 の考 え や 社 会 で 働 く 目 的 を 明 確 に す る

ための選択が大学院進学でした。

「知識を奪う」くらいの気持ちで、
積極的な大学院の活用を。

教 え て も ら お う、で は な く「知 識 を 教 授 か ら 奪 い 取 る!」

くらいの気持ちが必要だと考えています。積極的に大学院

を活用することで、新しい自分と充実した時間が手に入る

と思います。これは大学院に限ったことではなくて、普段

の生活にも言えますよね。

心配よりも、自分が何をしたいのか、
目的意識を持ってほしい。

現状の環境について心配するより、しっかりとした目的と

問題意識をもつことが大切。得られるモノがまったく違って

きますよ。自分の選んだ道を自分の意思で歩く感覚ですね。

この2年間は僕自身のターニングポイントでした。建築の道を

生きていくんだという決意が生まれたんです。

小田 達郎さん
造形学研究科 建築学専攻

名城大学理工学部建築学科卒業、教員免許を取得。

四日市工業高校で講師をしながら、愛知産業大学大学院を修了。

現在、アール・アンド・エス設計工房に勤務。
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大学院での出会いって、
とってもエキサイティング。
人も視点も観点も、いろんな出会いが
私を育ててくれるから。

NPO法人の職員として、
行政と市民とをつないでいます。

NPO法人「まちの縁側育くみ隊」では、まちづくりをテーマに行

政と市民 の 架け 橋となる仕 事をしています。平日は 実践、講

義のある土曜日は理論による意味づけ、という生活な ので、

両者が良くかみあって充実しています。実践と研究が同時に

できる、とても良いサイクル の生活です。

世代を超えて様々な視点に出会う
貴重な時間です。

本 大 学 院 で は、社 会 で 活 躍 さ れ て い る 建 築 士 の 方 な ど、

様々な方が学びに来ていることが特徴なんです。活躍の

場は違えど、一緒に学ぶ仲間として意見を交換しあえる

なんて、本当に貴重な時間だと思います。考え方の違いに

驚いたり、学んだり、大学院らしい学びのかたちがあります。

仕事と勉強とのメリハリで
必ず修了できます。

私と同じ社会人の方も安心してください。勉強と仕事との

メ リ ハ リ を つ け て、マ イ ペ ース で 自 分 の 研 究 を し っ か り

やれば必ず修了できます。そしてなにより、私たち社会人は

「好きなことに突き進み、研究する」という気持ちを大切に

し た い で す ね 。良 い 刺 激 に 出 会 え る 場 所 な ん て、滅 多 に

ないですから。

名畑　恵さん
造形学研究科 建築学専攻

椙山女学園大学生活科学部生活環境学科卒業、

同大学研究室に1年在籍。

NPO法人「まちの縁側育くみ隊」で働くかたわら、

実践活動に並行して理論を学ぶべく、本大学院に進学する。
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